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「
伝
統
」
が
大
地
を
守
り
育
み
、

そ
の
大
地
に
「
希
望
の
種
」
が
蒔
か
れ
、

新
た
な
「
生
命
」
が
息
吹
き
ま
す
。

生
産
者
た
ち
が
「
愛
情
と
情
熱
」
を
注
ぎ
、

持
続
と
挑
戦
が
「
ひ
と
」
を
育
て
、

豊
か
に
実
る
「
い
わ
き
の
め
ぐ
み
」
。

こ
の
め
ぐ
み
を
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
が
あ
り
ま
す
。

　農
業
、
そ
し
て
水
産
業
は
、
古
来
よ
り
人

間
の
営
み
と
と
も
に
あ
る
生
命
の
源
を
つ
く

る
仕
事
で
す
。
我
が
国
に
お
け
る
食
文
化
と

国
土
を
支
え
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
本
市

で
は
約
３
，５
０
０
人
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

　高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
気
候
変
動
な
ど
、

簡
単
で
は
な
い
課
題
が
数
多
く
存
在
し
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
日
々
、
田
畑
や
海
に
出
て
、

自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
農
水
産
物
を
育

て
、
収
穫
し
、
私
た
ち
の
「
生
命
」
を
育
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
食
に
は
、
お
い
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
安
全
性
に
愚
直
に
、
そ
し
て
真
摯
に
向

き
合
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　い
わ
き
だ
け
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
「
め
ぐ

み
」。
本
特
集
で
は
、
こ
の
め
ぐ
み
を
い
く

つ
も
つ
な
い
で
き
た
バ
ト
ン
に
つ
い
て
、
そ

の
魅
力
と
挑
戦
を
紹
介
し
ま
す
。
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野
菜
農
家
　蛭
田
さ
ん
（
山
玉
町
）

安
全
安
心
な

野
菜
を

届
け
た
い

こ
の

種
を

未
来
へ

野
菜
農
家
　新
妻
さ
ん
（
大
久
町
）

「
お
い
し
い
」
そ
の

一
言
の
た
め
に

米農家　佐藤さん（四倉町）

愛情と絆でブランドを守る
草野畜産　草野さん（三和町）

常磐「者」の誇りを
次世代へ

漁師　佐藤さん（四倉町）

最高の一粒を

　 このいわきから
ブルーベリーファームいわき　渡邊さん（平）ブルーベリーファームいわき　渡邊さん（平）

伝
統
を
つ
な
ぎ
、

生
命
を

育
む

B
U
N  

F
A
R
M
　鈴
木
さ
ん
（
小
川
町
）

広報いわき　2025. 12　45　広報いわき　2025. 12

　農
業
や
漁
業
を
営
む
方
に
と
っ
て
、
自

然
は
単
な
る
環
境
で
は
な
く
、
生
命
の
源

で
す
。
春
夏
秋
冬
、
日
々
変
わ
る
気
候
に

合
わ
せ
な
が
ら
、
大
地
や
海
と
向
き
合
い
、

一
粒
の
種
か
ら
「
生
命
」
を
育
み
ま
す
。

　一
つ
一
つ
の
作
業
に
手
間
と
時
間
を
惜

し
ま
ず
、
愛
情
と
情
熱
を
「
生
命
」
に
注

ぎ
こ
む
生
産
者
た
ち
。
そ
の
た
ゆ
ま
な
い

努
力
こ
そ
が
、
生
産
者
と
い
う
「
人
の
め

ぐ
み
」
で
す
。

　ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
生
産
者
が
い
な

け
れ
ば
、
私
た
ち
の
も
と
に
食
が
届
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、生
産
者
に
「
誇
り
」
が
な
け
れ
ば
、

安
全
で
質
の
高
い
食
が
届
く
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　農
水
産
物
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、
生

命
を
育
む
と
い
う
生
産
者
の
誇
り
。
私
た

ち
に
と
っ
て
も
生
命
の
源
で
あ
り
、
日
常

を
彩
っ
て
く
れ
る
食
は
、
生
産
者
の
誇
り

と
い
う
バ
ト
ン
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

生
命
を
育
む
「
誇
り
」

　生
産
方
法
の
見
直
し
や
栽
培
品
目
の
拡

大
な
ど
、
お
い
し
い
食
を
届
け
る
た
め
の

「
探
究
心
」
。

　ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
土
地
を
守
り
、
人

を
育
て
、
そ
の
地
域
が
紡
い
で
き
た
固
有

の
品
種
や
味
な
ど
の
伝
統
を
後
世
に
残
す

と
い
う
「
想
い
」
が
生
産
物
の
品
質
と
価

値
を
高
め
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
や
台
風
に
よ
る
農
地
の

浸
水
、
漁
業
施
設
等
の
損
壊
な
ど
、
度
重

な
る
自
然
災
害
は
本
市
の
第
一
次
産
業
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
原
発
事
故
は
安
全
性
を
信
念
に
し
て

き
た
生
産
者
に
と
っ
て
大
き
な
試
練
と
な

り
ま
し
た
。
　

　こ
う
し
た
窮
地
の
中
で
も
バ
ト
ン
を
離

さ
ず
に
私
た
ち
消
費
者
や
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
き
て
く
れ
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
。

　生
産
者
の
誇
り
と
想
い
が
つ
な
ぐ
バ
ト

ン
は
、
自
然
と
の
共
生
、
食
の
安
定
供
給
、

伝
統
文
化
の
継
承
、
そ
し
て
地
域
社
会
の

活
性
化
な
ど
、
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
未
来
を
も
育
む
大
き
な
役
割
と
使
命

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　「お
い
し
い
」
と
い
う
感
情
は
、
多
く

の
人
の
心
に
残
る
優
し
い
記
憶
で
す
。
そ

の
原
点
に
は
、
生
産
者
と
い
う
め
ぐ
み
が

必
ず
存
在
し
ま
す
。

「
想
い
」
と
い
う
付
加
価
値

人
の
め
ぐ
み

第一のバトン

生
産
者
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生
産
者



Interview

食品流通科　3年
高木　暖さん

広報いわき　2025. 12　67　広報いわき　2025. 12

農
業
の
未
来
を
切
り
拓
く

食の学びを、自身の夢へ生かす

　食に関わる仕事をしたいと思い、その基
本を学べる本校に入学しました。実習が多
く、友達と意見を交えながらおいしい食品
を作ることが楽しいです。また、自分で育
てた野菜はよりおいしく、喜びを感じます。
　将来は、管理栄養士を目指しており、大
学に進学してさらに学びを深め、学校や病
院で活躍したいです。

　食に関わる仕事をしたいと思い、その基
本を学べる本校に入学しました。実習が多
く、友達と意見を交えながらおいしい食品
を作ることが楽しいです。また、自分で育
てた野菜はよりおいしく、喜びを感じます。
　将来は、管理栄養士を目指しており、大
学に進学してさらに学びを深め、学校や病
院で活躍したいです。

第二のバトン 磐城農業高等学校

　磐
城
農
業
高
校
は
、
市
内
唯
一
の
農
業

高
校
で
す
。そ
の
学
び
は
多
岐
に
わ
た
り
、

野
菜
作
り
、
園
芸
、
畜
産
、
食
品
加
工
か

ら
土
木
技
術
ま
で
特
色
豊
か
な
４
つ
の
学

科
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
１
つ
の
科
に
は

複
数
の
専
攻
科
が
あ
り
、
専
門
的
な
知
識

と
実
践
的
な
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　生
徒
た
ち
は
、
米
や
野
菜
、
肉
な
ど
、

大
地
か
ら
育
ま
れ
る
「
め
ぐ
み
」
に
つ
い

て
、
食
の
安
全
性
や
持
続
性
、
命
の
大
切

さ
な
ど
を
学
び
、
生
産
者
が
守
っ
て
き
た

食
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　２
０
１
８
年
に
は
県
内
高
校
初
の
Ｊ‐

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
認

証
は
農
業
生
産
工
程
管
理
の
一
つ
で
、
同

校
が
食
の
安
全
や
環
境
保
全
に
真
摯
に
取

り
組
ん
で
き
た
証
明
で
す
。

　生
徒
た
ち
が
運
営
す
る「
磐
農
ス
ト
ア
」

は
、長
年
続
く
伝
統
的
な
取
り
組
み
で
す
。

校
内
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
卵
、
手
作
り

ジ
ャ
ム
等
を
製
造
・
販
売
し
、
そ
の
中
で

経
営
な
ど
も
学
び
ま
す
。
そ
の
活
動
は
地

域
に
も
開
か
れ
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
元
農
家
か
ら
提
案
さ
れ
た
新

規
作
物
の
栽
培
や
、
企
業
と
連
携
し
た
商

品
開
発
か
ら
販
売
ま
で
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
農
業
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
の
挑
戦
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　食
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
重
要
性

は
時
代
を
超
え
て
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
農
業
に
携
わ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
育
成
す
る
学
校
の
存
在
は
「
大
地

の
め
ぐ
み
」
を
守
る
と
と
も
に
、
持
続
的

な
社
会
を
作
る
う
え
で
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　生
徒
た
ち
は
、こ
の
バ
ト
ン
を
将
来
に
、

そ
し
て
私
た
ち
消
費
者
に
届
け
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
握
り
、
３
年
間
を
駆
け
抜
け

て
い
き
ま
す
。

大地  のめぐみ

Interview

食品流通科　3年
髙木　暖さん

広報いわき　2025. 12　67　広報いわき　2025. 12

農
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く
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本を学べる本校に入学しました。実習が多
く、友達と意見を交えながらおいしい食品
を作ることが楽しいです。また、自分で育
てた野菜はよりおいしく、喜びを感じます。
　将来は、管理栄養士を目指しており、大
学に進学してさらに学びを深め、学校や病
院で活躍したいです。

　食に関わる仕事をしたいと思い、その基
本を学べる本校に入学しました。実習が多
く、友達と意見を交えながらおいしい食品
を作ることが楽しいです。また、自分で育
てた野菜はよりおいしく、喜びを感じます。
　将来は、管理栄養士を目指しており、大
学に進学してさらに学びを深め、学校や病
院で活躍したいです。

第二のバトン 磐城農業高等学校

　磐
城
農
業
高
校
は
、
市
内
唯
一
の
農
業

高
校
で
す
。そ
の
学
び
は
多
岐
に
わ
た
り
、

野
菜
作
り
、
園
芸
、
畜
産
、
食
品
加
工
か

ら
土
木
技
術
ま
で
特
色
豊
か
な
４
つ
の
学

科
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
１
つ
の
科
に
は

複
数
の
専
攻
科
が
あ
り
、
専
門
的
な
知
識

と
実
践
的
な
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　生
徒
た
ち
は
、
米
や
野
菜
、
肉
な
ど
、

大
地
か
ら
育
ま
れ
る
「
め
ぐ
み
」
に
つ
い

て
、
食
の
安
全
性
や
持
続
性
、
命
の
大
切

さ
な
ど
を
学
び
、
生
産
者
が
守
っ
て
き
た

食
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　２
０
１
８
年
に
は
県
内
高
校
初
の
Ｊ‐

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
認

証
は
農
業
生
産
工
程
管
理
の
一
つ
で
、
同

校
が
食
の
安
全
や
環
境
保
全
に
真
摯
に
取

り
組
ん
で
き
た
証
明
で
す
。

　生
徒
た
ち
が
運
営
す
る「
磐
農
ス
ト
ア
」

は
、長
年
続
く
伝
統
的
な
取
り
組
み
で
す
。

校
内
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
卵
、
手
作
り

ジ
ャ
ム
等
を
製
造
・
販
売
し
、
そ
の
中
で

経
営
な
ど
も
学
び
ま
す
。
そ
の
活
動
は
地

域
に
も
開
か
れ
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
元
農
家
か
ら
提
案
さ
れ
た
新

規
作
物
の
栽
培
や
、
企
業
と
連
携
し
た
商

品
開
発
か
ら
販
売
ま
で
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
農
業
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
の
挑
戦
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　食
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
重
要
性

は
時
代
を
超
え
て
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
農
業
に
携
わ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
育
成
す
る
学
校
の
存
在
は
「
大
地

の
め
ぐ
み
」
を
守
る
と
と
も
に
、
持
続
的

な
社
会
を
作
る
う
え
で
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　生
徒
た
ち
は
、こ
の
バ
ト
ン
を
将
来
に
、

そ
し
て
私
た
ち
消
費
者
に
届
け
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
握
り
、
３
年
間
を
駆
け
抜
け

て
い
き
ま
す
。

大地  のめぐみ
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　大
地
の
め
ぐ
み
は
海
を
育
て
ま
す
。
大

地
を
耕
し
、
土
壌
を
整
え
、
田
畑
に
水
や

肥
料
を
与
え
る
こ
と
は
、
川
を
通
じ
て
海

に
栄
養
分
や
有
機
物
を
運
び
、
豊
か
な
漁

場
を
作
り
出
し
ま
す
。

　本
市
の
水
産
業
は
「
常
磐
も
の
」
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、
地
域
経
済
の
発
展

や
魚
食
文
化
の
継
承
と
い
う
側
面
で
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　世
界
に
誇
れ
る
「
常
磐
も
の
」
と
い
う

め
ぐ
み
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

未
来
の
「
常
磐
者
」
育
成
に
不
可
欠
な
海

洋
教
育
を
行
う
学
校
が
存
在
し
ま
す
。

未
来
の
常
磐
者

子どもたちに美味しい地元料理を

　小
名
浜
海
星
高
校
は
、
県
内
唯
一
の
水

産
・
海
洋
系
高
等
学
校
で
あ
り
、
そ
の
歴

史
は
古
く
、
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
に

県
水
産
試
験
場
併
設
の
講
習
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
約
90
年
に
わ
た

り
海
の
専
門
家
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　航
海
士
を
目
指
す
海
洋
科
、
機
関
士
を

目
指
す
海
洋
工
学
科
、
船
舶
・
衛
星
通
信

な
ど
を
学
ぶ
情
報
通
信
科
、食
品
の
製
造
・

安
全
管
理
な
ど
を
学
ぶ
食
品
シ
ス
テ
ム
科

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
専
門
知
識
・
技
術

を
航
海
実
習
な
ど
の
実
践
的
教
育
を
通
し

て
習
得
し
て
い
き
ま
す
。

　そ
の
中
で
も
缶
詰
製
造
実
習
は
、
同
校

の
伝
統
で
あ
り
、
地
元
小
名
浜
港
で
水
揚

げ
さ
れ
た
マ
サ
バ
等
を
教
材
に
し
、
食
品

製
造
や
衛
生
管
理
な
ど
を
学
び
な
が
ら

「
安
全
で
お
い
し
く
食
卓
に
届
け
る
」
と

い
う
使
命
感
と
責
任
感
を
養
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
部
活
動
に
お
い
て
も
企
業
と

共
同
し
た
商
品
開
発
を
長
年
行
っ
て
い
ま

す
。
使
用
す
る
魚
種
の
特
徴
に
合
わ
せ
て

味
付
け
や
加
工
方
法
を
研
究
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、
魚
食
文

化
の
普
及
啓
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　宝
の
海
と
呼
ば
れ
る
い
わ
き
沖
。
こ
の

「
海
の
め
ぐ
み
」
を
水
産
業
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
か
ら
支
え
る
未
来
の
常
磐
者
。
こ

の
バ
ト
ン
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

今
日
も
海
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　子ども食堂で食べた料理に感動したことがきっかけで、調理師を目指しています。その夢を
叶えるため、食品に関するさまざまな学びはとてもやりがいがあります。将来は、子ども食堂
を立ち上げ、地元食材を使用した料理をたくさんの子どもたちに提供したいです。また、本校
の特色ある学びを多くの人に知っていただき、水産業に携わる人が増えてくれたら嬉しいです。

　子ども食堂で食べた料理に感動したことがきっかけで、調理師を目指しています。その夢を
叶えるため、食品に関するさまざまな学びはとてもやりがいがあります。将来は、子ども食堂
を立ち上げ、地元食材を使用した料理をたくさんの子どもたちに提供したいです。また、本校
の特色ある学びを多くの人に知っていただき、水産業に携わる人が増えてくれたら嬉しいです。
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め
ぐ
み
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Interview

㈱マルト商事
商品開発室　次長
竹之下　貴士さん

　磐城桜が丘高校では、いわき市産いちごを使用した「さくらこちゃ
んのいちごアイス」を開発・販売。文化祭や実店舗にて販売会を開催
し、商品の魅力や地元産スイーツをPR。

　いわき市産の長ネギをふんだんに使用したドレッシングを開発した
平商業高校。同校では、授業としてこうした取り組みを進めており、
高校生独自の視点で多数の商品を開発。

広報いわき　2025. 12　1011　広報いわき　2025. 12

「人づくり」は地域企業の使命

　私たちは、いわきの豊かな自然で育った食料資源の活用と、未来ある高校生の食を
通した人づくりを目的に、６年前から商品開発プロジェクトを開始しました。
　商品開発から店頭販売までの一連の流れの中で、将来の糧になるような経験をして
いただきたいと考えています。開発する商品には必ずいわき市産の食材を使うことで
地産地消を進めるとともに、地域の食品会社や行政と一緒になってプロジェクトを進
めることで、市全体が活性化することを目指しています。
　これまでプロジェクトにご協力いただいた皆様のおかげで、多くの商品を形にする
ことができました。今後も高校生の成長する姿を励みに、挑戦を続けていきたいと思
います。

　私たちは、いわきの豊かな自然で育った食料資源の活用と、未来ある高校生の食を
通した人づくりを目的に、６年前から商品開発プロジェクトを開始しました。
　商品開発から店頭販売までの一連の流れの中で、将来の糧になるような経験をして
いただきたいと考えています。開発する商品には必ずいわき市産の食材を使うことで
地産地消を進めるとともに、地域の食品会社や行政と一緒になってプロジェクトを進
めることで、市全体が活性化することを目指しています。
　これまでプロジェクトにご協力いただいた皆様のおかげで、多くの商品を形にする
ことができました。今後も高校生の成長する姿を励みに、挑戦を続けていきたいと思
います。

　高校
生
た
ち
が
つ
な
い
だ
バ
ト
ン
を
実

践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
付
加

価
値
を
高
め
る
「
め
ぐ
み
」
が
あ
り
ま
す
。

　㈱マ
ル
ト
は
、
60
年
以
上
に
わ
た
り
地

域
に
愛
さ
れ
て
き
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
す
。
新
鮮
で
お
い
し
い
食
材
の
安
定

供
給
を
使
命
と
し
、
東
日
本
大
震
災
の
際

に
も
一
部
の
店
舗
で
翌
日
か
ら
営
業
を
再

開
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　そん
な
地
域
に
根
差
し
た
同
社
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
、
高
校
生
と
の
商
品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
高
校
生
の
発
想

や
工
夫
を
最
大
限
に
取
り
入
れ
な
が
ら
地

元
農
林
水
産
物
を
使
用
し
た
商
品
開
発
を

進
め
、
地
元
食
材
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る

　また
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
磐
城
農

業
高
校
や
小
名
浜
海
星
高
校
で
の
取
り
組

み
に
加
え
、
磐
城
桜
が
丘
高
校
や
平
商
業

高
校
と
い
っ
た
普
通
科
等
の
高
校
生
に
も

対
象
を
広
げ
、
学
校
生
活
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
食
品
や
販
売
の
知
識
、
そ
し
て
地

元
食
材
の
魅
力
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　さら
に
、
こ
う
し
た
商
品
開
発
に
お
い

て
は
、
木
村
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
㈱
、
小
泉

食
品
㈱
、
㈱
相
馬
屋
、
㈱
夕
月
、
西
野
屋

食
品
㈱
な
ど
、
地
域
の
食
品
メ
ー
カ
ー
も

趣
旨
に
賛
同
し
、
高
校
生
た
ち
の
思
い
を

形
に
す
べ
く
、
全
面
協
力
し
て
い
ま
す
。

　地域
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
手
を
取
り

合
っ
て
高
校
生
た
ち
の
挑
戦
を
支
え
、
育

ん
で
い
く
、
そ
の
つ
な
が
り
こ
そ
が
本
市

の
「
地
域
の
め
ぐ
み
」
で
す
。

地域 のめぐみ
市 内 企 業

第四のバトン

Interview

㈱マルト商事
商品開発室　次長
竹之下　貴士さん

　磐城桜が丘高校では、いわき市産いちごを使用した「さくらこちゃ
んのいちごアイス」を開発・販売。文化祭や実店舗にて販売会を開催
し、商品の魅力や地元産スイーツをPR。

　いわき市産の長ネギをふんだんに使用したドレッシングを開発した
平商業高校。同校では、授業としてこうした取り組みを進めており、
高校生独自の視点で多数の商品を開発。
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　商品開発から店頭販売までの一連の流れの中で、将来の糧になるような経験をして
いただきたいと考えています。開発する商品には必ずいわき市産の食材を使うことで
地産地消を進めるとともに、地域の食品会社や行政と一緒になってプロジェクトを進
めることで、市全体が活性化することを目指しています。
　これまでプロジェクトにご協力いただいた皆様のおかげで、多くの商品を形にする
ことができました。今後も高校生の成長する姿を励みに、挑戦を続けていきたいと思
います。
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め
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ぐ
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開
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　間も
な
く
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
あ
の
日
、
離
れ
か
け
た

バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
続
け
る
た
め
に
始
ま
っ
た

の
が
「
い
わ
き
見
え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　15年
と
い
う
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
復
興

へ
の
歩
み
を
着
実
に
進
め
、
不
撓
不
屈
の
思

い
で
、
安
全
性
の
可
視
化
、
常
磐
も
の
を
は

じ
め
と
し
た
食
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
伝
統

野
菜
の
保
存
活
動
、
そ
し
て
人
づ
く
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　いわ
き
の
食
の
伝
統
や
文
化
を
守
る
た
め
、

そ
こ
に
携
わ
る
人
が
一
丸
と
な
っ
て
築
い
て

き
た
「
安
全
安
心
で
お
い
し
い
食
材
」。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
を
未
来
の
農
林
水
産
業
に
つ

な
げ
る
た
め
、
挑
戦
を
続
け
る
高
校
生
た
ち

と
そ
れ
を
支
え
る
地
域
の
力
。

　こう
し
た
「
い
わ
き
の
め
ぐ
み
」
に
よ
っ

て
つ
な
が
れ
た
バ
ト
ン
。
こ
の
バ
ト
ン
を
受

け
取
っ
た
私
た
ち
は
、
ど
う
行
動
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

　地産
地
消
の
推
進
、
食
育
、
フ
ー
ド
ロ
ス

の
削
減
、
生
産
者
へ
の
感
謝
な
ど
、
今
日
か

ら
で
き
る
一
つ
一
つ
の
行
動
が
、
次
世
代
に

渡
す
バ
ト
ン
に
変
わ
り
ま
す
。

　数々
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
中
で
生
ま
れ

た
、
い
わ
き
の
食
の
根
底
を
支
え
る
「
安
全

で
質
の
高
い
食
を
届
け
る
」
と
い
う
強
い
思

い
は
、
こ
れ
か
ら
も
人
を
育
て
、
新
た
な
め

ぐ
み
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
に
も
バ
ト
ン
が
あ
る

いわきのめぐみ
　　はるか遠い昔、先人たちがこの地に蒔いた一粒の種。

　その種が、人・大地・海・地域というバトンによってつながれ、
「いわきのめぐみ」として、私たちのもとへ届きます。

私たち

2011.10 月
いわき見える化プロジェクト始動 東日本大震災から15年、決して離さなかったバトン

ふ
と
う
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